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昨年末、子どものケアの現場で起こった虐待のニュースが報道されました。当事者である子どもはもちろん、そこにいる子どもたちの声、保護者の方、地域の方、同
僚の職員、また当事者の保育士の声など、それぞれの立場を感じていくと様々な感情が沸き起こりました。ケアに携わる者として、セルフチェック・ケアはもちろん、スタッ
フ同士が仲間の様子に気がつき、声をかけ、話し合い、聴き合える関係性を築いていたいと思います。またそういう土壌は私たち自身が作っていけることを忘れない
でいたいと思います。（広報委員 仲井）

編集後記編集後記

お部屋に
クリスマスツリーを
飾ります

リクエスト通り、
欲しかった
プレゼント！

昼も夜も
小人たちの観察

サンタさんへの
お手紙

サンタさん…
また来年も来てね

わたしたちの「理念」
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1 子どもの声　 2 養育者へのインタビュー　 3 ほっと・にっこりエピソード
4 ボランティアの方への感謝　 5 子どもたちの作品集

広報誌「麻布乳児院だより」では、社会的養護の元にいる子どもの声をお届けすることを主眼としています。
社会の一員として、ともに子どもの声に耳を傾け、一緒に考えていきたいと思います。

主な記事

新たな年の始まり。
はじめのいっぽ

●個性の尊重
●心身の健全な発達促進
●家族や地域社会との連携だより

Azabu infant home
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日々、子どもたちがどんな風に感じているか。
子どもからはどんな風に見えているか、
私たち養育者は子どもたちに寄り添って、
「子どもの声」を感じ、探求しています。

(うーん、キリンさんまで手が届くかなぁ）

（ぼくも届くかやってみよう！

よいしょ！よいしょ！よいしょ！）

だんだんと体を動かすことが楽しくなり、寝返りや腹這いでの遊び
が上手になってきたヒヨコ室の子どもたち。視野が広がったことで世界
も広がり、いろいろなものに興味を持ち始めています。お部屋にあるお
もちゃやお友達に手を伸ばしたり、上手に身体を動かして触れに行こうとし

ます。子どもたちの興味津 な々表情や一生懸命な姿がとても可愛らしいです。 （ヒヨコ室 福田）

Aちゃん： （楽しそうなおもちゃで遊んでる…。

 私も遊びたいなぁ～）

 「かーしーて」

Bちゃん： 「どーぞ！」

Aちゃん： 「ありがとう！」

 （お友達と遊ぶの楽しいなぁ！）

少しづつ色々な言葉を覚え、養育者やお友達とお話をすること
が楽しいバンビ室の子どもたち。大好きなおままごとでは、「か
んぱーい！」「おいしい！」と会話が弾みます。お散歩に出掛
けると、「葉っぱ」「わんわん」と発見したものを、目をキラキ
ラ輝かせながら養育者にお話をする姿はとても可愛らしいので
す。日々の生活の中で、たくさんのことを吸収し、どんどんお
話が上手になる子どもたちから成長を感じます。

（バンビ室 米山）

子どもの様子

子どもの様子

0歳の乳児の声

１歳と 2歳の子どもの声

「興味津 ！々」

「お話しだいすき！」

声声の子ども
child's voice

（車は大好きだし、おもしろいけど、これも気になる）

（このブロックをつけたらどうかな…おぉ…！

次はこうしようかな…）

2 歳の Cくんは1日に何度でも「ぶーぶー！な！（ちょうだいな）」
と言っては、いくつも車のおもちゃを床に出して 1 歳 7ヵ月の Dく
んと遊びます。「他のおもちゃのおもしろさも知って欲しいなぁ」と
思い、ブロックでトンネルを作ってみました。ブロックに見向きもし
なかった 2 人ですが、車と一緒にトンネルをくぐっては大はしゃぎ！
そのうち C くんはトンネルに自分でブロックを重ね始め、トンネル
を大きくしていきました。
大好きなものに夢中でありつつ、色々なものの面白さをたくさん発
見して楽しんでいって欲しいと思っています。

(コネコ室 田村 )

Eくん： （かさってどうやってやるのかな）（楽しそう）

Fちゃん： （まだ小さいから教えてあげようかな）

 「傘をさしたら濡れないよ」

 （教えたとおりに一緒にやってくれた）

Eくん： （一緒にお散歩楽しいな）

1 歳以上離れている、同じお部屋の子どもたち。今日は雨の日にお外に行きたい 2
歳の Eくんに、傘のさし方を年上の F ちゃんが教えてくれます。「ここは危ないから
大人にやってもらって」「両方のおててで持ったら、おっとっとってならないよ」と優
しく伝えてくれました。穏やかにやり取りし、遊ぶ姿に心があたたかくなりました。そ
んな子どもたちの姿を見ていると、養育者も優しく声を掛けて一緒に楽しんで過ごし
ていきたいな、と思わせてくれます。

子どもの様子

子どもの様子

２歳と３歳の子どもの声

2歳の子どもの声

「雨の日のお散歩、楽しいな」

「夢中で遊ぶ、発見して楽しむ」

（キリン室 藤原）





子どものエピソード

職員（養育者）のエピソード

※ヒヤリハット：ケガや事故にはならなかったものの、ヒヤッとしたり、
　ハッとした出来事を速やかに共有して対策を検討していく報告書
※ほっとにっこり：思わずほっと和んだり、にっこり微笑んでしまうエピソード、
　素敵だなと思う養育者の言葉掛けや対応など、あたたかい場面を皆で共有するもの

麻布乳児院では、「ほっとにっこり」情報の記入をしています。
日 の々「ヒヤリハット」もしっかりと記入、振り返りをしているのですが、
それ以上に「ほっとにっこり」な出来事も沢山あります！！
今回は、2022年に出たほっとにっこり情報の中から
とっておきのエピソードをここにまとめました。

手を広げて抱っこを求めた子に

そっと近づいた他のお友達が、

手の中に入りハグされ、抱きし

め合っていました。抱っこを求

めた子も満足そうに笑っていて

ほっこりしました。

おやつにハイハイン ( 赤ちゃんせんべい )

をあげたところ、大変気に入ったようでよ

く食べていました。手の中にあるハイハイ

ンも懸命に食べようとしますが、手を開け

られず食べられず…。最終的には自分の

拳を口に入れようとしていました。

お庭で遊んでいる時、雨がパラッと降っ

てくると□□くんが空に向かって「雨や

んで下さ～い」と言っていました。

雨は止まなかったので少し経つと「も

う！雨のイジワル！」とプンプン怒って

いました。その様子が微笑ましく可愛い

なと思いました。

飲み物の自動販売機を “ピッ” と押すとジュースが出てくるのを覚えた□□くん。お散

歩中、お店の看板を指で押して、自分で「ぴ！」っと言って下の方を一生懸命めくって

ジュースを探していました。それは自販機じゃないけどかわいかったので「ジュースどこ

かなあ」と一緒に探してしまいました。

「朝ごはんは何かな～？」と聞く

と、「パンパン」と言っていた子が、

だんだんと言葉が増えていき、「あ

まいパンパン！」「おっきいパン

パン！」「おいしそ～！」「やった

～！」と毎日毎日、大盛り上がり

しているのを見ると

ニコニコしてしまいます。

朝、お部屋に行って一番に「今日は○

○さんがいっぱい抱っこするね。□□く

んも “抱っこして” って言って大丈夫だ

よ」と抱っこしながら伝えている養育

者がいました。「抱っこしてって言って

良いよ」と改めて言葉にしてもらえる

と子どもも嬉しいだろうなと感じ、私も

真似していこうと思いました。

最近、お部屋の子どもたちは皆、何

か出来た時に「○○さんに言いに行こ

う」と他の養育者のお部屋へ行きたが

ることが多いのですが、その養育者は

いつ行っても大きなリアクションでたく

さん褒めてくださり、子どもたちも大

喜びで自信に繋がっているので、とて

も良いなと思います。

2 才 10 カ月の□□ちゃんと1 才６カ月の△△ちゃ

んは仲良しの 2 人です。ある日△△ちゃんが注射

があることを□□ちゃんは知り、△△ちゃんに

「ちっくん泣かなくて大丈夫だからね」と声を掛け

気にしてくれていました。また、終わって帰ってく

ると「ちっくんがんばったねー」とほめてくれまし

た。そんな△△ちゃんは注射した部分のシールを

見せたくて「ちっくん、アンパンマン！」と洋服

を脱ごうとしていました。

10ヶ月の女の子が床から独り

立ちができるようになりました。

養育者 2 人が拍手をして「す

ごーい！」とほめていたところ、

歩行が完成している1 歳半の男

の子がその子と同じような動き

で何度も立ち上がってとても得

意そうな顔になり、ほっこりしま

した。

っとっとほほ
エ ピ ソ ー ド

episode

にっこりにっこり

ボランティアの皆さま、
いつもありがとうございます！

クリスマスの飾りやケーキなど、
子どもたちの日 の々日常を

さらに鮮やかにして下さる贈り物を
頂きました。

院長　押切　宣裕

新年　明けましておめでとうございます。
ボランティアの皆様方、

ご寄付をいただいた皆様方には、
麻布乳児院のこども達のため、
種 お々心づかいをいただき、
心から感謝申し上げます。
コロナ対応が続いていますが、

こども達が健康で楽しく暮らすことが
できるよう、感染予防に留意しながら

養育に努めてまいります。
引き続きご支援のほど、
よろしくお願いいたします。

2023.1.1

ボランティアの皆さまへ

Thank You!!!
感謝！感謝！
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